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英

雄

神

は

じ

め

に

桓
武
朝
は
、
天
武
系
王
朝
か
ら
天
智
系
王
朝
へ
皇
統
が
交
代
し
た
「
革
命
的
王
朝
」
で
あ
り
、
律
令
期
最
大
の
変
革
期
で
あ
る
。
桓
武

天
皇
は
、
天
皇
の
権
威
を
強
化
す
る
べ
く
、
菅
野
真
道
に
代
表
さ
れ
る
中
級
貴
族
の
積
極
的
登
用
を
は
か
り
、
種
々
の
政
治
改
革
を
実
施

す
る
一
方
、
宗
教
儀
礼
上
に
お
い
て
も
、
郊
天
祭
把
な
ど
の
種
々
の
改
革
を
行
な
っ
た
。
『
日
本
後
記
』
延
暦
二
四
年
(
八

O
五
)
一
一
一
月

七
日
条
に
、

是
日
、
中
納
言
近
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝
臣
内
麻
呂
侍
一
一
殿
上
-
、
有
レ
勅
、
令
下
参
議
右
衛
士
督
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
緒
嗣
、
興
-
一

参
議
左
大
排
正
四
位
下
菅
野
朝
臣
農
道
一
相
中
l

論
天
下
徳
政
上
、
子
時
緒
嗣
議
云
、
方
今
天
下
所
レ
苦
、
軍
事
興
一
一
造
作
一
也
、
停
二
此

両
事
一
、
百
姓
安
レ
之
、
同
県
道
確
三
1

執
異
議
一
、
不
一
一
肯
聴
一
薦
、
帝
善
二
諸
嗣
議
一
、
即
従
二
停
廃
一
、
有
識
聞
レ
之
、
莫
レ
不
二
感
歎

1 

と
あ
る
よ
う
に
桓
武
朝
の
政
治
の
主
柱
は
、
長
岡
京
・
平
安
京
の
造
営
と
蝦
夷
征
討
で
あ
っ
た
。
征
討
は
外
延
的
拡
大
の
象
徴
で
あ
り
、
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造
都
は
内
治
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
造
都
と
征
討
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
事
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
両
事
業

を
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
両
事
業
は
、
と
も
に
新
王
朝
の
成
立
を
内
外
に
宣
揚
す
る
意
図
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
(
2
)
、
本
来
一
体
の
も

の
と
し
て
、
桓
武
天
皇
や
当
時
の
律
令
官
人
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
空
間
論
的
視

点
か
ら
、
長
岡
京
造
営
の
際
に
郊
記
壇
が
造
ら
れ
た
り
、
蝦
夷
の
桑
帥
が
処
刑
さ
れ
た
河
内
国
交
野
郡
を
例
に
、
造
都
と
征
討
の
接
点
を

探
り
た
い
。
研
究
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、
古
記
録
・
古
地
図
な
ど
の
過
去
の
資
(
史
)
料
を
分
析
す
る
方
法
と
、
空
中
写
真
・
地
形

図
・
景
観
な
ど
の
現
景
観
の
中
か
ら
歴
史
的
要
素
に
関
す
る
諸
要
素
を
析
出
し
、
比
較
考
察
す
る
方
法
を
併
用
す
る
(
3
3

長
岡
京
造
営
の
空
間
論
的
考
察

都
城
造
営
が
大
規
模
な
地
域
計
画
(
国
土
整
備
計
画
)
に
基
づ
い
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

長
岡
京
の
造
営
は
延
暦
三
年
(
七
八
四
)
に
始
ま
り
、
そ
の
後
平
安
京
に
移
る
ま
で
の
一

0
年
間
工
事
が
続
け
ら
れ
た
。
長
岡
京
の
朱

か

た

の

二

う

の

雀
大
路
の
ほ
ぼ
真
南
の
方
向
に
あ
た
る
大
阪
府
交
野
市
の
北
部
生
駒
山
地
に
は
交
野
山
が
位
置
す
る
(
4
3

そ
こ
で
、
千
田
稔
は
藤
原
京

に
対
す
る
飛
鳥
の
ミ
ハ
山
、
平
安
京
に
対
す
る
船
岡
山
や
甘
南
備
山
の
よ
う
に
、
大
阪
府
交
野
市
に
あ
る
交
野
山
が
長
岡
京
造
営
の
原
点

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
で
は
、
交
野
山
が
長
岡
京
中
軸
線
の
ほ
ほ
真
南
の
方
向
に
位
置
す
る
点
を
も
っ
て
、
両
者
の
聞
に
密
接
な

関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
点
が
疑
問
と
し
て
残
る
。
両
者
の
聞
に
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
藤
岡
謙
二

郎
が
試
み
た
よ
う
な
、
条
里
プ
ラ
ン
や
交
通
路
な
ど
を
含
め
た
地
域
計
画
論
の
中
で
そ
れ
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
そ



か

た

の

こ

う

の

こ
で
、
ま
ず
、
古
代
交
野
郡
の
地
域
計
画
と
交
野
山
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
し
か
る
の
ち
、
造
都
と
交
野
山
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

(一)

交
野
郡
の
条
里
型
地
割
の
分
布
と
交
野
山

交
野
郡
の
条
里
0

フ
ラ
ン
に
関
す
る
考
察
は
、
既
に
片
山
長
三
(
7
)
や
桑
原
公
徳
(
互
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
桑
原
に
よ
れ
ば
、
交
野
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郡
の
条
里
型
地
割
は
次
の
四
つ
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。

-
交
野
郡
北
部
条
里

旧
交
野
郡
北
部
に
分
布
す
る
条
里
型
地
割
で
あ
る
。
「
正
方
位
」
の
条
里
型
地
割
が
、
枚
方
市
楠
葉
・
船
橋
・

招
堤
・
牧
野
・
大
峯
・
藤
原
地
区
と
い
っ
た
交
野
郡
北
部
地
域
に
展
開
し
て
い
る
。

2
交
野
郡
南
部
条
里

天
野
川
流
域
の
交
野
市
森
・
郡
津
、
枚
方
市
村
野
・
田
宮
・
大
垣
内
町
に
か
け
て
の
谷
底
平
野
に

N
二一

O
度

W

の
方
格
地
割
が
分
布
す
る
。
こ
の
地
域
に
は
交
野
郡
の
郡
家
と
推
定
さ
れ
る
郡
津
遺
跡
が
あ
り
、
付
近
は
交
野
郡
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

3
交
野
市
倉
治
地
区
条
里

交
野
市
倉
治
地
区
の
枚
方
台
地
上
に
、

N
二

O
度
E
の
方
位
を
有
す
る
条
里
型
地
割
が
狭
い
範
囲
で
分
布

す
る
。4

交
野
市
私
部
地
区
条
里

交
野
市
私
部
の
洪
積
台
地
上
に
、

N
一
五
度
W
の
方
格
地
割
が
展
開
す
る
。

こ
れ
ら
の
条
里
区
を
中
心
に
交
野
郡
の
空
間
構
成
を
図
示
し
た
図
ー
に
よ
れ
ば
、
「
正
方
位
条
里
」
で
あ
る
交
野
郡
北
部
条
里
の
畦
畔

は
、
条
里
区
の
南
部
に
お
い
て
、
推
定
南
海
道
の
方
向
と
合
致
し
、
長
岡
京
と
交
野
山
を
結
ぶ
長
岡
京
南
北
中
軸
線
の
方
向
と
一
致
す
る
。

交
野
市
倉
治
地
区
条
里
の
北
端
の
東
西
方
向
の
畦
畔
を
東
方
に
延
長
す
る
と
、
交
野
山
頂
に
至
る
。
交
野
市
私
部
地
区
条
里
も
、
南
端
の
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畦
畔
を
東
方
に
延
長
す
る
と
交
野
山
頂
に
至
る
。



l.交野郡北部条里 2.交野郡南部条里

3.交野市倉j台地区条里 4.交野市私部地区条皇

A 久修園院 B.推定楠葉駅 C 郊紀檀 D 船橋威寺

E.片埜神社 F 九頭神廃寺(久須々美神社 G.百済寺
H. 意賀美神社 1. 交野郡家 1.長宝寺廃寺

K.関元寺遺跡、

図1交野郡の空間構成
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野
市
森
地
区
の
天
国
宮
社
付
近
を
通
る
東
西
の
畦
畔
に
設
定
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
交
野
郡
の
条
里
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
郡
の

し
、
交
野
郡
北
部
条
呈
と
交
野
郡
南
部
条
里
と
は
方
位
が
異
な
り
、

南
端
か
ら
北
に
向
か
っ
て
数
え
た
と
す
る
片
山
説
と
、
郡
北
端
の
楠
葉
地
区
か
ら
南
に
向
か
っ
て
数
え
た
と
す
る
桑
原
説
が
あ
る
。
し
か

一
体
の
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

建
保
二
年
二
二
一
四
)
書
写
了
と
記
さ
れ
て
い
る
『
行
基
年
譜
』
に
は



前
略
)
神
亀
二
年
乙
丑

久
修
園
院
、
山
崎
、
九
月
起
、

在
一
一
河
内
国
交
野
郡
一
条
内
一
、
(
下
略
)
(
9
3

と
あ
り
、
神
亀
二
年
(
七
二
五
)
段
階
の
条
里
呼
称
法
と
し
て
[
一
条
]
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
石
清
水
文
書
』
に
収
め
ら
れ
た
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「
太
政
官
諜
」
延
久
四
年
(
一

O
七
二
)
九
月
五
日
条
に
は
[
交
野
南
条
]
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
桑
原
は
、
施
工
当
初
に
は
数
詞

で
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
お
い
て
、
条
は
南
条
と
北
条
に
わ
け
、
里
は
固
有
名
詞
を
用
い
て
い
た
と
推
定
す
る
(
刊
)
O

こ
の
推
測
は
正
鵠
を
得
た
も
の
と
考
え
る
。
天
野
川
流
域
の
枚
方
市
田
宮
に
は
[
南
条
]
な
る
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
交
野
郡
北
部
条
里

が
北
条
で
、
交
野
郡
南
部
条
里
が
南
条
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
条
里
区
は
独
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
交
野
郡
北
部
条
里
は
山
城
と
の
国
境
線
の
あ
る
北
か
ら
南
に
向

か
つ
て
数
え
、
交
野
郡
南
部
条
里
は
、
他
の
河
内
国
語
郡
と
同
様
に
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
数
え
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
田
宮
杜
付
近
を
通
る
交
野
郡
南
部
条
里
の
南
端
の
畦
畔
を
条
里
基
準
線
と
し
て
、
東
西
方
向
に
延
長
す
る
と
、
交
野
山
頂
を
通
る
。

こ
れ
ら
条
里
区
と
交
野
山
の
関
係
を
偶
然
性
で
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
四
条
里
区
は
、

い
ず
れ
も
交
野
山
を
起
点
と
し
て
施
工

さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(二)

交
通
路
と
交
野
山
の
関
係

交
野
郡
に
は
、
長
岡
京
造
営
時
に
南
海
道
が
敷
設
さ
れ
た
。
『
続
日
本
記
』
延
暦
二
一
年
(
七
八
四
)
七
月
四
日
条
に
、

仰
二
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
三
国
一
、
令
レ
進
下
造
二
山
崎
橋
一
料
材
上
(
日
)
O
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
岡
京
造
営
時
に
、
山
崎
橋
と
と
も
に
南
海
道
が
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
延
喜
式
』



の
っ
ち

チマ
J、
野
郡
に O
は 』出品岨叫

楠
葉
駅
が
置
か
れ
て
し、

た

26 

に
は
河
内
国
の
南
海
道
の
駅
家
と
し
て
楠
葉
、

津
積
の
三
駅
が
見
え
る
が
、

槻
本
、

A.推定山崎橋架橋地点 B. 久修園院 c.推定楠葉駅
D.南楠葉 E.河内・山城国境 F 御堂池 G.今池

図2交野郡北部条里と南海道
〔基図は 1: 25.000地形図「淀」を縮小)

そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
楠
葉
野
田
や
南
楠
葉
と
す
る
説
(
き
も
あ
る
が
、
久
修
園
院
や
楠
葉
東
遺
跡
瓦
窯
群
(
平
野
山
瓦
窯
壮
)
の
あ

る
楠
葉
中
之
芝
一
丁
目
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
交
野
郡
に
お
け
る
南
海
道
の
具
体
的
な
経
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
な
点
が



多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
経
路
を
推
定
し
た
。
図
2
は
、
交
野
郡
北
部
の
条
里
型
地
割
と
南
海
道
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
楠
葉
駅
推
定
地
の
楠
葉
中
之
芝
一
丁
目
(
C
)
か
ら
楠
葉
朝
日
一
一
一
丁
目
(
D
)
に
か
け
て
の
台
地
上
に
断
続
的
な
が
ら
幅
員
一
・
五

メ
ー
ト
ル
程
度
の
道
が
直
線
的
に
通
じ
て
い
る
の
が
観
取
で
き
る
。
こ
の
道
は
、
正
南
北
の
方
位
を
有
す
る
周
辺
の
条
里
型
地
割
に
対
し

て
、
斜
め
の
走
向
を
示
し
、
推
定
山
崎
橋
架
橋
地
点
(
A
)
か
ら
ほ
ぼ
一
直
線
に
南
東
方
向
に
延
び
て
い
る
。
こ
の
道
は
地
元
で
「
高
野
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道
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
近
年
ま
で
部
分
的
に
大
字
界
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
直
線
的
形
態
な
ど
を
考
え
る
と
、
古
代
の

駅
路
遺
構
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
周
辺
の
条
里
型
地
割
と
方
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
見
て
、
直
線
道
路
は
方
格
地
割
の
施

工
と
同
時
に
測
設
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
方
格
地
割
は
、
直
線
道
路
よ
り
北
側
に
分
布
す
る
が
、
所
々
で
南
海
道
の
南
側

に
延
び
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
道
は
小
曲
折
を
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
足
利
健
亮
(
日
)
に
よ
っ
て
摂
津
国
の
山
陽
道
で
報
告
さ
れ

た
例
と
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
楠
葉
地
区
で
は
直
線
道
路
が
造
ら
れ
、
そ
の
後
に
方
格
地
割
が
施
工
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
方
格
地
割
の
施
工
に
伴
っ
て
直
線
道
路
が
小
曲
折
を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

楠
葉
地
区
の
最
北
端
に
は
、
神
亀
二
年
に
行
基
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
久
修
園
院
(
B
)
が
あ
る
。
境
内
か
ら
大
量
の
瓦
が
出
土
す
る
こ
と

か
ら
、
古
代
以
来
そ
の
場
所
は
移
動
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
寺
地
が
、
『
行
基
年
諮
問
』
に
あ
る
よ
う
に
交
野

郡
の
一
条
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
条
里
型
地
割
の
原
初
形
態
は
、
神
亀
二
年
以
前
に
求
め
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
考
え
が
正
し
い
と
す
る
と
、
楠
葉
地
区
の
斜
向
道
路
の
起
源
は
、
方
格
地
割
の
施
工
時
期
で
あ
る
神
亀
二
年
以
前
よ
り
さ
ら
に

遡
る
こ
と
に
な
る
。

『
続
日
本
一
記
』
和
銅
四
年
(
七
一
一
)
正
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
平
城
京
か
ら
大
宰
府
に
向
か
う
山
陽
道
が
整
備
さ
れ
、
楠
葉
駅
が
設
置
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さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
同
時
に
置
か
れ
た
駅
家
が
、
山
城
国
相
楽
郡
の
岡
田
駅
、
綴
喜
郡
の
山
本
駅
、
摂
津
田
嶋
上
郡
の
大
原
駅
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図3山城・河内・摂津国境付近の駅路
駅路の(])は平城京時代、 (2)は長岡京時代、 (3)は平安京時代

のものを指す。[i主(12)及び、『日本歴史地図J (柏書房

1982) 136・137頁、 148・149頁を修正作図)

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
綴
喜
郡
の
山
本
駅
は
現

在
の
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
三
山
木
の
山
本
に
比
定

さ
れ
て
い
る
元
)
。
足
利
に
よ
れ
ば
、
山
本
駅
と
楠

葉
駅
を
結
ぶ
駅
路
は
、

田
辺
町
北
部
の
岡
村
(
図
3

l
l
)
で
山
陰
道
と
分
岐
し
て
北
西
方
向
に
直
進
、

八
幡
市
内
の
い
ず
れ
か
の
地
点
で
男
山
丘
陵
を
越
え

た
と
推
量
さ
れ
て
い
る
が
(
目
、
具
体
的
な
経
路
は

不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
河
内
・
山
城
国
境
沿
い

に
道
路
痕
跡
を
探
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
二

O
年
前

ま
で
八
幡
市
月
夜
回
(
同
2
)
と
斜
行
道
路
の
南
端

を
知
り
え
た
。
こ
の
道
は
標
高
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
男
山
正
陵
を
越
え
る
。
こ
れ
は
、
河
内
と
山
城
を
結
ぶ
一

O
の
道
の
う
ち
、
最

に
近
い
南
楠
葉
(
同
3
)
を
結
ぶ
道
が
あ
っ
た
こ
と

も
低
い
地
点
で
国
境
を
越
え
る
道
で
あ
る
。
そ
し
て
八
幡
市
月
夜
回
は
、
岡
村
か
ら
西
南
に
向
か
う
直
線
道
路
が
男
山
正
陵
に
取
り
つ
く

地
点
に
あ
た
る
。
こ
の
道
の
山
城
側
の
傾
斜
変
換
線
近
く
に
は
、
七
j
九
世
紀
に
営
ま
れ
て
い
た
志
水
廃
寺
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
楠
葉
地
区
の
斜
向
道
路
(
同
3
j
4
)
は
、
平
城
京
か
ら
の
山
陽
道
と
し
て
和
銅
四
年
に
測
定
さ
れ
た
も
の
(
同
1
i
5
)
の
一
部

で
あ
り
、
長
岡
京
遷
都
に
伴
っ
て
1
j
3
が
廃
止
さ
れ
、
改
め
て
南
海
道
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

図
2
(
C
)
j
(
D
)
結
ぶ
推
定
南
海
道
を
延
長
す
る
と
交
野
山
頂
に
至
る
。
現
在
も
所
々
に
残
存
す
る
直
線
道
路
を
歩
く
と
、
常
に
正
面



に
交
野
山
頂
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
楠
葉
地
区
の
斜
向
道
路
は
山
崎
橋
か
ら
交
野
山
頂
を
指
向
し
て
測
設
し
た
計

画
道
路
で
あ
る
と
考
え
る
。

(
D
)
付
近
で
斜
向
道
路
は
消
え
る
。
(
D
)
以
南
の
南
海
道
は
、
正
南
北
に
方
向
を
変
え
、
招
提
地
区
の
東
端
の
御
堂
池
(
F
)
・
今
池

(
G
)
の
二
つ
の
溜
池
沿
い
に
南
下
し
、
出
屋
敷
付
近
で
後
世
の
東
高
野
街
道
に
合
流
し
た
と
推
量
す
る
。

(
D
)
以
南
の
ル

l
ト
は
長
岡
京

桓武朝における造都と征討に関する歴史地理学的考察

朱
雀
大
路
と
交
野
山
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
に
並
行
す
る
(
図
1
参
照
)
。

東
高
野
街
道
は
枚
方
市
出
屋
敷
か
ら
四
ツ
辻
、
交
野
市
郡
津
を
経
て
星
田
へ
向
か
い
、
大
部
分
が
現
在
主
要
地
方
道
枚
方
交
野
寝
屋
川

線
と
し
て
拡
幅
・
整
備
さ
れ
て
い
る
。
讃
良
郡
・
河
内
郡
・
高
安
郡
な
ど
生
駒
山
地
西
麓
諸
郡
で
は
、
南
海
道
が
東
高
野
街
道
に
踏
襲
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
足
利
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
品
)
が
、
交
野
郡
の
場
合
に
も
同
様
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
招
提
か
ら
四
ツ
辻
に

か
け
て
の
推
定
南
海
道
は
、
交
野
郡
北
部
条
里
の
中
を
通
る
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
条
里
余
剰
帯
は
検
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
条
里
型

地
割
の
施
工
時
期
と
南
海
道
の
測
設
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
条
里
型
地
割
の
施
工
が
南
海
道
の
測
設
よ
り
遡
る

も
の
と
考
え
る
。

図
4
は
交
野
郡
南
部
条
里
と
南
海
道
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
郡
津
の
(
I
)
付
近
で
天
野
川
谷
底
平
野
に
降
り
た
南
海
道
は
、

一
旦
東
高
野
街
道
と
離
れ
て
、
交
野
郡
南
部
条
里
の
畦
畔
に
沿
っ
て
向
き
を
か
え
、
茄
子
作
地
区
の
川
越
小
学
校
付
近
(
J
)
で
天
野
川
を

渡
河
、
交
野
市
私
部
西
五
丁
目
(
K
)
で
再
び
東
高
野
街
道
に
合
流
し
た
と
思
わ
れ
る
。
交
野
郡
南
部
条
里
を
通
る
場
合
も
、
条
里
余
剰
帯

は
検
出
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
招
提
か
ら
四
ツ
辻
に
か
け
て
の
場
合
と
同
様
、
先
に
条
里
型
地
割
が
あ
っ
て
、
後
に
南
海
道
が
作
ら
れ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
条
里
型
地
割
の
起
源
を
交
野
郡
北
部
条
里
と
同
時
期
と
し
た
場
合
、
道
路
の
測
設
時
期
は
、
神
亀
二
年
以
降
と
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な
り
、
史
料
に
見
え
る
南
海
道
の
敷
設
時
代
と
矛
盾
し
な
い
。
そ
し
て
、
南
海
道
が
条
里
型
地
割
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
招
提
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地
区
以
南
の
南
海
道
も
交
野
山
を
中
心
と
す
る
地
域
計
画
に
よ
っ
て
測
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
か
ら
、
交
野
郡
内
の
南
海
道
は
、
交
野
山
を
中
心
と
す
る
地
域
計
画
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(三)

交
野
山
の
神
南
備
山
的
機
能

H.枚方市四ツ辻 交野市郡津

K.交野市私部西五丁目

図4交野郡南部条星と南海道
〔基図は 1: 25.000地形図「枚方」を縮小〕

J .枚方市茄子作川越小付近



こ
の
よ
う
に
、
交
野
山
が
、
律
令
期
の
交
野
郡
の
地
域
計
画
の
中
心
な
い
し
は
起
点
の
機
能
を
有
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

海
抜
三
四
四
メ
ー
ト
ル
の
交
野
山
は
、
北
部
生
駒
山
地
で
は
決
し
て
一
番
高
い
山
で
な
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
山
頂
が
烏
帽
子
状
の
独
特

の
形
態
で
あ
る
た
め
、

一
際
目
立
つ
山
で
あ
る
。
交
野
山
の
山
頂
に
は
観
音
岩
と
称
す
る
巨
岩
が
あ
り
、
山
麓
か
ら
で
も
望
む
こ
と
が
で

桓武朝における造都と征討に関する歴史地理学的考察

き
る
。
観
音
岩
は
長
く
水
の
神
・
農
業
神
と
し
て
地
元
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
鎌
倉
i
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
山
頂
近
く
に
岩
倉
開

元
寺
が
あ
っ
た
。
寺
名
か
ら
見
て
、
山
頂
の
巨
岩
が
磐
座
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
交
野
山
は
古
く
よ

り
交
野
郡
に
お
い
て
神
南
備
山
的
存
在
で
あ
り
、
祭
杷
場
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
安
時
代
初
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
『
先
代
旧
辞
本
紀
』
天
孫
本
紀
に
は
物
部
氏
の
祖
神
で
あ
る
鰻
速
日

命
が
天
磐
船
に
乗
り
河
内
国
河
上
峰
峯
に
降
臨
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
(
げ
)
O

こ
の
記
事
は
山
上
降
臨
神
話
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
事

実
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
古
く
よ
り
物
部
氏
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
来
河
内
国
略
峯
に
つ
い
て
は
、

南
河
内
郡
河
南
郡
平
石
の
磐
船
神
社
付
近
の
山
と
す
る
説
、
天
野
川
上
流
と
す
る
説
の
二
説
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
河
南
町
と
す
る
説
は

既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
お
り
、
天
野
川
上
流
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
間
題
を
解
く
た
め
に
重
要

な
手
懸
か
り
と
な
る
史
料
に
延
暦
八
年
(
七
八
九
)
の
奥
付
の
あ
る
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
が
あ
る
。
同
書
の
謄
駒
神
南
備
山
本
紀
条
に

lま

四
至

東
限
謄
駒
川
。
龍
田
公
田
。
南
限
賀
志
支
利
坂
。
山
門
川
。
白
木
坂
。
江
比
須
墓
。
西
限
母
木
里
公
回
。
烏
坂
至
。
北
限
鏡

速
日
山
(
ち
。
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と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
生
駒
山
地
の
範
囲
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
限
の
謄
駒
川
と
は
竜
田
川
の
こ
と
で
あ
り
、
南
限
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木

津一

-

東
大
阪
市
高
井
田

o 5km 
'--・圃--・4

図5生駒山地の切峰面と四至
〔坂仁l慶治「地形と地質J(r枚方市史j1、1977)4頁に加筆〕

の
山
門
川
は
大
和
川
、
西
限
の
母
木
里
は
東
大
阪
市
枚
岡

付
近
、
鳥
坂
は
高
井
田
付
近
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
摺
曲

山
地
で
あ
る
生
駒
山
地
は
、
長
さ
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

幅
五
j
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
長
い
山
地
で
あ
る
。

主
峰
の
生
駒
山
(
六
回
二
メ
ー
ト
ル
)
を
中
心
に
、
五
O

o
i六
0
0
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
が
続
き
、
北
に
行
く
に
つ

れ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
図
5
は
生
駒
山
地
の
切
峰
面
と

四
至
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
北
部
生

駒
山
地
は
生
駒
山
と
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

住
吉
大
社
側
か
ら
見
れ
ば
一
体
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

そ
の
北
端
は
交
野
山
か
ら
東
の
国
見
山
に
か
け
て
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
史
料
で
注
目
す
べ
き
は
生
駒
山
地
の
北
限
を
鏡
速
白
山
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
名
称
か
ら
見
て
、
鏡
速
日
山
と

時
峯
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
鏡
速
日
山
も
し
く
は
略
峯
は
ど
こ
か
。
通
説
で
は
並
河
永
が
『
河
内
志
』

で
述
べ
た
讃
良
郡
西

四
条
畷
市
上
回
原
に
は
磐
船
山
の
伝
承
地

田
原
(
現
在
の
四
条
畷
市
上
田
原
)
の
磐
船
山
と
す
る
。
し
か
し
、
管
見
に
よ
る
限
り
で
は
、

は
な
い
。
恐
ら
く
『
四
条
畷
市
史
』
(
印
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
河
内
志
』

の
示
す
磐
船
山
は
、
交
野
郡
の
磐
船
神
社
(
交
野
市
私
市
九

丁
目
)
の
裏
山
を
讃
良
郡
西
田
原
と
誤
認
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
磐
船
神
社
に
は
神
体
と
さ
れ
る
一
五
・
六
メ
ー
ト
ル
の
船
形
の

巨
岩
が
あ
る
が
、
同
社
が
位
置
す
る
の
は
天
野
川
峡
谷
で
あ
り
、
背
後
の
山
も
山
上
降
臨
神
話
に
ふ
さ
わ
し
い
山
容
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ



ぇ
、
磐
船
神
社
背
後
の
山
を
鏡
速
日
山
も
し
く
は
略
峯
と
す
る
こ
と
に
は
、
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
間
題
を
解
く
た
め
に
は
、
交
野
郡
に
お
け
る
物
部
氏
の
動
向
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
交
野
郡
に
は
肩
野
物
部
連
や
肩
野
連
が
幡
蹄

し
て
い
た
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
上
に
は
、
物
部
肩
野
連
は
伊
香
我
色
乎
命
の
後
と
あ
り
(
初
)
、
右
京
神
別
上
に
も
肩
野
連
は
鶴
速

日
命
六
世
伊
香
我
色
雄
命
の
後
と
記
し
て
あ
り
(
幻
)
、
両
者
は
と
も
に
鏡
速
日
命
に
繋
が
る
。
伊
香
色
雄
命
は
物
部
氏
の
始
祖
の
一
人
と
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し
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
伊
香
我
色
雄
の
[
伊
香
]
の
名
辞
に
つ
い
て
は
、
『
和
名
抄
』
河
内
国
茨
田
郡
に
[
伊
香
郷
]
が
あ
り
、

そ
の
遺
称
地
が
天
野
川
と
淀
川
の
合
流
点
付
近
の
枚
方
市
伊
加
賀
町
で
あ
る
。
[
伊
香
郷
]
が
近
江
国
伊
香
郡
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
河

内
国
の
[
伊
香
]
と
近
江
田
の
[
伊
香
]
と
は
、
と
も
に
物
部
氏
を
通
じ
て
密
接
に
関
連
す
る
よ
う
で
あ
る
(
ぎ
。
し
た
が
っ
て
、
略
峯

を
交
野
郡
の
天
野
川
流
域
に
求
め
る
こ
と
は
至
当
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
健
速
日
命
が
降
臨
し
た
略
峯
と
し
て
古
代
人
に
認
識
さ
れ

る
た
め
に
は
、
山
容
の
特
異
性
と
天
の
磐
船
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
巨
岩
の
存
在
が
重
要
な
要
素
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
山
上
降
臨
神
話

に
ふ
さ
わ
し
い
山
を
天
野
川
流
域
で
探
し
た
な
ら
ば
、
交
野
山
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
先
代
旧
辞
本
紀
』

や
『
住

吉
大
社
神
代
記
』
の
成
立
し
た
平
安
時
代
初
期
以
前
に
は
、
交
野
山
は
、
鏡
速
日
命
が
降
臨
し
た
略
峯
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。(四

長
岡
京
と
交
野
山

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
交
野
郡
の
神
南
備
山
と
い
う
べ
き
交
野
山
が
、
長
岡
京
造
営
の
基
準
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

長
岡
京
と
交
野
郡
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
戸
田
秀
典
の
考
察
が
あ
る
。
戸
田
は
、
交
野
郡
が
桓
武
天
皇
ゆ
か
り
の
地
で

あ
り
な
が
ら
、
都
城
造
営
が
営
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
、

四
神
相
応
の
地
で
な
か
っ
た
こ
と
や
、
交
野
郡
に
関
係
の
深
い
藤
原
継
縄
や
百
済

33 

王
一
族
が
政
治
的
に
は
無
力
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
五
)
。
し
か
し
、
交
野
郡
に
は
造
都
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
郊
杷
壇
が
営



ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
城
が
造
営
さ
れ
な
か
っ
た
点
を
、
藤
原
継
縄
や
百
済
王
氏
の
政
治
力
の
強
弱
で
説
明
す
る
の
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は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
交
野
郡
で
郊
天
祭
杷
が
営
ま
れ
る
ほ
ど
、
継
縄
や
百
済
王
氏
の
政
治
力
が
強
大
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

桓
武
天
皇
は
、
延
暦
二
年
(
七
八
三
)
以
来
、
在
位
中
に
し
ば
し
ば
交
野
の
行
幸
・
遊
猟
を
行
な
っ
た
。
天
皇
の
遊
猟
に
は
、
民
情
視

察
・
状
況
内
偵
・
選
都
の
下
見
な
ど
特
殊
な
目
的
を
も
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
交
野
行
幸
の
う
ち
の
数
回
は
、
郊
天
祭
杷
の
祭
場
を
訪

れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
延
暦
六
年
(
七
八
七
)
の
郊
天
祭
杷
の
半
月
前
に
は
遊
猟
と
称
し
て
交
野
郡
に
行
幸
し
、
藤

原
継
縄
の
別
業
に
滞
在
し
た
。
同
様
に
、
長
岡
京
選
都
の
前
年
の
延
暦
二
年
一

O
月
ゃ
、
平
安
京
遷
都
の
前
年
の
延
暦
一
二
年
十
一
月
に

も
交
野
郡
行
幸
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
単
な
る
遊
猟
で
は
な
く
、
郊
紀
壇
や
そ
の
予
定
地
の
訪
問
が
最
大
の
目
的
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

郊
天
祭
杷
は
、
周
・
秦
以
来
の
中
国
の
諸
王
朝
が
実
施
し
て
き
た
大
礼
で
あ
る
。
都
城
正
中
の
南
門
の
南
な
い
し
は
東
南
三
i
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
に
郊
記
壇
を
造
り
、
冬
至
に
円
正
で
皇
帝
が
柴
を
焚
き
、
昨
を
捧
げ
て
天
帝
す
な
わ
ち
美
天
上
帝
を
把
っ
た
宗
教
儀
礼
で

あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
桓
武
天
皇
が
長
岡
京
遷
都
に
際
し
、
延
暦
四
年
(
七
八
五
)

一
一
月
一

O
日
の
冬
至
の
日
に
行
な
っ
た
の

を
鴨
矢
と
し
、
記
録
上
は
、
延
暦
六
年
、
斎
衝
三
年
(
八
五
六
)
に
も
実
施
さ
れ
た
。
郊
杷
壇
の
場
所
は
い
ず
れ
も
交
野
郡
柏
原
(
柏
原

野
)
で
あ
っ
た
。

柏
原
(
柏
原
野
)
の
比
定
地
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
確
説
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
郊
杷
壇
の
現
地
比
定
を
試
み
た

」
と
が
あ
っ
た
(
竺
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

わ
が
国
の
郊
記
壇
は
、
百
済
の
熊
津
城
の
例
に
倣
っ
て
、
都
城
正
中
の
南
門
(
羅
城
門
)
の
西
南
の
地
に
あ
た
る
交
野
郡
柏
原
(
柏
原



野
)
に
築
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
郊
天
祭
記
の
思
想
が
中
国
か
ら
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
百
済
王
氏
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
い

た
百
済
の
郊
天
祭
犯
に
範
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
長
岡
京
の
羅
城
門
推
定
地
か
ら
の
距
離
や
、
歴
史
的
環
境
か
ら
、
郊
把

壇
が
営
ま
れ
た
の
は
、
枚
方
市
楠
葉
の
交
野
天
神
社
付
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
郊
天
祭
杷
の
実
施
を
天
皇
に
強
く
勧
め
た
の
は
、
交

野
郡
を
本
拠
と
し
て
い
た
百
済
王
氏
と
、
百
済
王
明
信
を
妻
に
持
ち
、
百
済
王
氏
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
藤
原
継
縄
で
あ
っ
た
。
明
信
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は
後
に
桓
武
後
宮
の
尚
侍
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
桓
武
天
皇
の
生
母
高
野
新
笠
は
、
百
済
系
渡
来
人
和
史
乙
継
の
娘
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
百
済
王
氏
は
、
天
皇
を
し
て
「
百
済
王
等
者
朕
之
外
戚
也
(
お
)
」
と
言
わ
し
め
た
よ
う
に
、
天
皇
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

た。
こ
の
よ
う
に
、
交
野
郡
は
天
皇
の
「
外
戚
」
た
る
百
済
王
氏
の
本
拠
や
継
縄
の
別
業
が
あ
り
、
郊
杷
壇
を
通
じ
て
長
岡
京
造
営
と
密
接

に
関
係
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
桓
武
朝
に
お
い
て
、
交
野
郡
が
都
城
造
営
の
起
点
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
神
南
備
山
と
し
て
の
機

能
を
も
っ
た
交
野
山
が
、
長
岡
京
造
営
の
起
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

交
野
郡
の
柏
原
(
柏
原
野
)
で
は
、
平
安
京
選
都
後
も
郊
天
祭
把
が
営
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
長
岡
京
廃
止
後
も
、
交
野
郡
が
都
城
経
営

の
基
準
と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
基
準
線
は
、
国
土
計
画
の
基
本
線
と
し
て
、
平
安

京
選
都
後
も
存
続
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

造
都
と
征
討
の
接
点

ト)

征
討
の
空
間
論
的
考
察
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延
暦
二
一
年
(
八

O
二
)
八
月
、
胆
沢
城
の
完
成
と
と
も
に
蝦
夷
の
桑
帥
大
墓
公
阿
豆
利
為
と
盤
具
公
母
礼
が
降
伏
し
た
。
国
史
大
系
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本
『
日
本
紀
略
』
の
延
暦
二
一
年
八
月
一
一
一
一
日
条
に
は
、

斬
一
一
夷
大
墓
公
阿
弓
一
利
為
。
盤
具
公
母
躍
等
一
一
。
此
二
虜
者
。
並
奥
地
之
賊
首
也
。
斬
三
一
虜
一
時
。
将
軍
等
申
云
。
此
度
任
願
返
入
。

招
二
其
賊
類
一
。
而
公
卿
執
論
云
。
野
性
獣
心
。
反
覆
元
レ
定
。
儀
縁
一
一
朝
威
一
獲
一
一
此
桑
帥
一
。
縦
依
一
一
申
請
一
。
放
二
l

還
奥
地
一
。
所

謂
養
レ
虎
遺
レ
患
也
。
即
捉
一
一
両
虜
一
。
斬
一
一
於
河
内
国
制
出
一
。
(
傍
線
筆
者
て
お
)

と
あ
る
。
征
夷
大
将
軍
の
坂
上
回
村
麻
日
は
阿
呈
利
為
と
母
札
の
助
命
を
願
い
出
た
が
、
公
卿
ら
は
「
野
性
獣
心
は
反
覆
定
ま
る
こ
と
は

な
い
。
も
し
も
、
奥
地
に
放
還
し
た
な
ら
ば
、
虎
を
養
っ
て
患
い
を
遣
す
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
二
人
を
河
内
国
相
出
で

斬
殺
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

坂
上
田
村
麻
呂
と
阿
豆
利
為
・
母
札
の
戦
い
の
状
況
や
顛
末
・
斬
殺
地
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
『
日
本
後
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
日
本
後
紀
』
に
は
散
逸
部
分
が
多
く
、
当
該
年
の
部
分
も
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
平
安
時
代
末
期
頃
に
成
立
し

た
『
日
本
紀
略
』
や
、
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
に
鴨
祐
之
が
『
日
本
後
紀
』
の
欠
を
補
う
た
め
に
編
纂
し
た
『
日
本
逸
史
』
に
よ
っ
て

推
定
す
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
は
斬
殺
地
を
[
杜
山
]
と
記
す
が
、
旧
版
の
国

史
大
系
『
日
本
紀
略
』
は
[
植
山
]
と
し
、
『
日
本
逸
史
』
で
も
[
椙
山
]
と
表
記
す
る
な
ど
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
日
本
紀

略
』
の
諸
写
本
並
び
に
『
日
本
逸
史
』
写
本
を
比
較
・
検
討
し
て
、
『
日
本
後
紀
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
地
名
を
推
定
す
る
と
、
原
典
に

記
さ
れ
て
い
た
文
字
は
[
椙
山
]
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
永
年
の
書
写
に
よ
っ
て
[
植
山
]
[
杜
山
]
な
ど
に
変
化
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
(
ぎ
。
古
代
河
内
国
の
郷
名
に
椙
山
は
な
い
。
後
世
の
関
連
地
名
に
は
、
唯
一
交
野
郡
に
杉
村
(
現
枚
方
市
杉
地
区
)

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
杉
村
は
、
中
・
近
世
の
文
書
で
は
椙
や
杉
本
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
杉
は
[
椙
山
]
の
転
化
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。



そ
の
場
所
は
、
図
ら
ず
も
長
岡
京
朱
雀
大
路
と
交
野
山
を
結
ぶ
基
準
線
上
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

新
首
は
、
律
令
体
制
下
に
お
い
て
最
も
重
い
刑
罰
で
あ
り
、
『
獄
令
』
決
大
酔
条
(
ぎ
に
よ
れ
ば
、
京
内
の
東
西
市
及
び
諸
国
の
市
に
お

い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
阿
豆
利
為
・
母
礼
の
場
合
の
み
、
慣
例
を
破
っ
て
河
内
国
で
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
当
時
、
政
府
が
降
伏
・
入
朝
し
た
蝦
夷
を
厚
遇
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
殺
害
し
た
例
は
全
く
な
か
っ
た
。
延
暦
一
一
年
(
七
九

桓武朝における造都と征討に関する歴史地理学的考察

一
一
)
に
は
、
帰
降
し
た
胆
沢
公
阿
奴
志
己
を
「
賜
物
放
還
」
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
浮
囚
や
帰
降
し
た
蝦
夷
を
朝
堂
院
で
饗
応
し
た
と

い
う
も
の
が
多
い
。
だ
が
、
阿
豆
利
為
と
母
札
だ
け
は
斬
殺
し
た
。
こ
れ
を
官
僚
の
公
憤
に
よ
る
も
の
と
す
る
従
前
の
解
釈
は
一
面
的
過

ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
慣
行
を
破
っ
て
蝦
夷
の
棄
帥
を
長
岡
京
朱
雀
大
路
と
交
野
山
を
結
ぶ
基
準
線
上
に
あ
る
交
野
郡
椙
山
で

斬
殺
し
た
背
景
に
は
、
さ
ら
に
特
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

阿
豆
利
為
・
母
札
の
斬
殺
さ
れ
た
交
野
郡
は
、
百
済
王
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
。
百
済
王
氏
に
は
、
征
討
と
関
係
の
深
い
百
済
王
敬
福
と

俊
哲
が
い
た
。
敬
福
は
、
陸
奥
守
在
任
中
の
天
平
二
一
年
(
七
四
九
)
、
小
田
郡
で
産
出
し
た
金
九

O
O
両
を
献
上
し
た
功
績
に
よ
っ
て

従
三
位
と
な
り
、
交
野
郡
の
地
を
与
え
ら
れ
、
百
済
寺
を
建
立
し
た
さ
れ
て
い
る
。
敬
福
の
孫
の
俊
折
口
は
、
宝
亀
一

O
年
(
七
七
九
)
に

陸
奥
鎮
守
副
将
軍
と
な
り
、
天
応
元
年
(
七
八
二
征
夷
の
功
績
に
よ
っ
て
正
五
位
上
勲
四
等
に
進
ん
だ
が
、
延
暦
六
年
に
日
向
権
介
に

左
遷
さ
れ
た
。
延
暦
八
年
罪
を
許
さ
れ
て
入
京
し
、
延
暦
一

O
年
に
征
夷
副
使
と
な
り
陸
奥
鎮
守
将
軍
を
兼
任
し
た
。

交
野
郡
は
ま
た
、
百
済
王
一
族
を
率
い
て
い
た
藤
原
継
縄
の
別
業
の
あ
っ
た
地
で
も
あ
る
。
継
縄
は
、
宝
亀
一

O
年
、
陸
奥
で
の
伊
治

公
砦
麻
巴
の
乱
鎮
圧
の
た
め
に
征
東
大
使
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
度
々
督
促
を
、
つ
け
て
も
軍
を
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
更
迭
さ
れ
た
。

蝦
夷
と
律
令
政
府
と
の
対
立
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
激
化
し
、

や
が
て
胆
沢
の
蝦
夷
と
律
令
国
家
の
全
面
対
決
へ
と
発
展
し
て
い

37 

っ
た
。
そ
し
て
、
継
縄
は
、
蝦
夷
と
の
戦
い
が
激
化
す
る
中
、
延
暦
一
五
年
(
七
九
六
)
に
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
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延
暦
二
一
年
の
阿
豆
利
為
・
母
札
の
投
降
は
、
律
令
国
家
に
と
っ
て
初
の
本
格
的
勝
利
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
政
府
は
前
例
を
全
く
無

視
し
て
、
集
帥
を
都
城
の
南
郊
で
処
刑
し
た
。
こ
れ
を
、
征
討
に
功
績
の
あ
っ
た
百
済
王
氏
に
敬
意
を
表
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の

で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
敬
意
を
表
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
殺
害
は
本
拠
地
の
百
済
寺
周
辺
で
行
う
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
斬
殺
地
と
百
済
寺
と
は
、

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
椙
山
で
の
処
刑
の
背
景
に
は
全
く
別
の
意
図
が
こ

め
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
百
済
王
氏
と
藤
原
継
縄
は
、
征
討
と
密
接
に
関
連
す
る
の
み
な
ら
ず
、
郊
天
祭
杷
を
通
じ
て
造

都
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
長
岡
京
の
朱
雀
大
路
は
交
野
山
を
基
準
に
測
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
斬
殺
地
の
決
定
に
は
、
造
都
と
の
関
係
が
大
き
く
係
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(二)

造
都
と
征
討
の
接
点

『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
二
年
九
月
二
八
日
に
は
、

奉
一
一
幣
吊
於
諸
国
名
神
一
、
以
下
遷
一
一
子
新
都
一
、
及
欲
上
レ
征
一
一
蝦
夷
一
也
(
お
)
O

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
桓
武
朝
の
二
大
事
業
を
総
合
し
て
記
し
た
の
で
は
な
く
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
福
井
俊
彦
(
ぎ
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
桓
武
朝
に
お
い
て
は
造
都
と
征
討
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
福
井
は
、
桓
武
朝
に

お
け
る
征
夷
と
造
都
の
対
比
年
表
を
作
成
し
て
、
両
事
業
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
暦
三
年
に
長
岡
京
遷
都
を

目
前
に
し
て
大
伴
家
持
が
持
節
征
東
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
や
、
延
暦
二
一
年
正
月
一
五
日
の
字
太
村
遷
都
の
直
後
の
同
二
月
一
七
日

に
征
東
使
を
征
夷
使
に
改
め
た
件
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
事
業
は
時
期
的
に
符
合
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
桓
武
朝
に
お
い
て
は
、

造
都
と
征
討
が
常
に
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
結
論
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
献
史
学
か
ら
の
考
察
結
果
を
勘
案
す
る
と
、
阿
豆
利
為
と
母
札
を
長
岡
京
造
営
の
基
準
線
上
の
椙
山
で
殺
害
し
た
の
は
、



と
考
え
ら
れ
る
。

官
僚
の
公
慣
や
百
済
王
氏
へ
の
敬
意
の
現
れ
な
ど
で
は
な
く
、
両
事
業
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

阿
豆
利
為
と
母
札
が
河
内
国
椙
山
で
斬
殺
さ
れ
た
延
暦
二
一
年
は
、
平
安
京
の
造
営
と
征
討
の
両
事
業
が
困
難
を
窮
め
て
い
た
「
内
憂

外
患
」
の
状
態
に
あ
っ
た
。
変
革
期
の
桓
武
朝
に
お
い
て
、
造
都
と
征
討
の
二
大
事
業
は
治
世
の
象
徴
で
あ
る
。
在
任
中
に
自
ら
の
治
世

を
含
め
た
史
書
を
編
纂
さ
せ
る
な
ど
、
確
固
た
る
信
念
と
自
信
を
持
っ
て
改
革
に
臨
ん
で
い
た
桓
武
天
皇
に
と
っ
て
、
遅
々
と
し
て
進
ま

桓武朝における造都と征討に関する歴史地理学的考察

ぬ
造
都
と
敗
戦
の
続
く
征
討
は
屈
辱
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
胆
沢
城
の
完
成
後
、
阿
弓
一
利
為
と
母
札
が
降
伏
し
、

坂
上
田
村
麻
呂
に
伴
わ
れ
て
入
京
し
た
。
こ
の
降
伏
こ
そ
、
宝
亀
五
年
(
七
七
四
)
の
海
道
蝦
夷
の
反
乱
に
始
ま
っ
た
征
討
に
お
け
る
初

の
本
格
的
勝
利
で
あ
っ
た
。
天
皇
や
官
僚
は
、
長
岡
京
造
営
の
基
準
線
上
の
交
野
郡
椙
山
に
お
い
て
蝦
夷
の
泉
帥
を
斬
殺
す
る
こ
と
に
よ
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C.郊紀喧A.交野山 B.甘南備山

D.椙山推定地

図6造都と征討の接点

っ
て
、

一
体
的
に
捉
え
ら
れ
て

き
た
両
事
実
を
完
結
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

空
間
論
的
な
視
点
か
ら
、

造
都

と
征
討
の
接
点
に
つ
い
て
図
示

し
た
の
が
図
6
で
あ
る
。
こ
の

図
に
見
え
る
長
岡
京
と
交
野
山

を
結
ぶ
線
こ
そ
、
変
革
期
の
桓

武
朝
の
諸
改
革
の
出
発
点
と
な
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っ
た
基
準
線
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
準
線
上
で
二
虜
を
処
刑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
律
令
国
家
は
、
初
の
本
格
的
勝
利
を
契
機
と
し
て
、
改

革
を
完
壁
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
国
土
計
画
の
基
準
線
上
の
河
内
国
椙
山
に
お
い
て
処
刑
し
た
の
は
、
外
延
的
拡
大
の
象
徴
で
あ
る
蝦
夷
征
討
と
内
政
の
象

徴
た
る
都
城
造
営
を
空
間
的
に
も
一
体
化
さ
せ
、
諸
改
革
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
儀
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

胆
沢
城
の
完
成
と
二
虜
の
殺
害
を
契
機
と
し
て
、
東
北
経
営
は
順
調
に
進
展
し
た
。
延
暦
二
二
年
(
八

O
三
)
の
志
和
城
造
営
、
同
二

四
年
の
胆
沢
城
へ
の
鎮
守
府
移
転
と
、
開
拓
前
線
は
一
挙
に
北
上
す
る
。

一
方
、
造
都
事
業
は
依
然
と
し
て
難
行
し
、
延
暦
二
四
年
の

「
天
下
徳
政
論
議
」
の
際
に
も
造
営
は
完
了
し
な
か
っ
た
。
造
営
が
終
わ
ら
な
い
ま
ま
、
桓
武
天
皇
は
、
延
暦
二
五
年
(
八

O
六
)
二
一
月

一
七
日
に
崩
御
し
た
。
『
日
本
後
記
』
延
暦
二
五
年
四
月
七
日
条
は
、
桓
武
天
皇
を
評
し
て
、

(
前
略
)
天
皇
徳
高
崎
、
天
姿
疑
然
、
不
レ
好
二
丈
華
一
、
遠
照
二
威
徳
一
、
自
レ
登
二
震
極
一
、
励
二
心
政
治
一
、
内
事
一
一
興
作
一
、
外
援

一
一
夷
秋
一
、
難
二
嘗
年
費
一
、
後
世
頼
罵
五

と
記
す
。
こ
こ
で
も
「
内
事
興
作
」
と
「
外
援
夷
秋
」
を
一
体
の
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
桓
武
天
皇
の
政
治
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

四

結

本
稿
は
、
従
来
個
別
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
桓
武
朝
の
造
都
と
征
討
の
二
大
事
業
に
つ
い
て
そ
の
接
点
を
探
る
べ
く
、
空
間

論
的
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

交
野
山
は
、
古
代
交
野
郡
の
神
南
備
山
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
地
域
計
画
の
中
心
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。



藤
原
継
縄
や
百
済
王
氏
と
深
く
結
び
つ
い
た
桓
武
天
皇
は
、
長
岡
京
遷
都
に
際
し
て
交
野
郡
に
郊
杷
壇
を
基
準
と
し
て
、
長
岡
京

の
位
置
を
設
定
し
た
。
そ
の
際
、
交
野
郡
の
地
域
計
画
の
中
心
で
あ
る
交
野
山
を
基
準
と
し
た
南
北
線
を
設
定
し
、
こ
れ
を
も
と
に

朱
雀
大
路
を
測
設
し
た
。
こ
の
南
北
線
は
、
平
安
京
遷
都
後
も
国
土
計
画
の
基
準
線
と
し
て
意
識
さ
れ
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

延
暦
二
一
年
、
胆
沢
城
の
完
成
に
と
も
な
っ
て
、
蝦
夷
の
棄
帥
の
大
墓
公
阿
弓
一
利
為
と
盤
具
公
母
札
が
、
長
岡
京
と
交
野
山
を
結

桓武朝における造都と征討に関する歴史地理学的考察

ぶ
南
北
線
上
に
あ
た
る
河
内
国
椙
山
(
枚
方
市
杉
地
区
)
で
斬
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
外
延
的
拡
大
の
象
徴
と
し
て
の
征
夷
と
、
内

治
の
象
徴
と
し
て
の
造
都
を
一
体
化
さ
せ
、
「
革
命
的
王
朝
」
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
変
革
期
た
る
桓
武
朝
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
個
別
に
考
察
す
る
の
で
は

な
く
て
、

一
体
化
し
た
も
の
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
全
国
の
神
南
備
山
や
磐
座
に
つ
い
て
も
条
里
・

交
通
路
・
官
街
・
寺
院
な
ど
の
関
係
を
探
り
各
地
の
地
域
計
画
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

牛止(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 
佐
伯
有
義
編
『
日
本
後
紀
上
巻
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
O
、
名
著
普
及
会
一
九
八
二
年
復
刻
、
七
=
一
頁

笹
山
晴
生
「
平
安
初
期
の
政
治
改
革
」
(
『
日
本
歴
史
三
』
岩
波
書
庖
、
一
九
七
六
)
、
二
四
O
頁

同
藤
岡
謙
二
郎
『
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
五
六
、
同
『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
大
明
堂
。

川
谷
阿
武
雄
『
平
野
の
地
理
』
古
今
書
院
、
一
九
六
三

(
4
)

度
数
の
精
密
な
計
測
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
約
二
度
ほ
ど
西
に
偏
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
ほ
ぼ
真
南
に
あ
た
る

と
し
た
。

(
5
)

千
四
稔
「
都
城
選
地
の
景
観
を
視
る
」
(
岸
俊
男
編
『
都
城
の
生
態
』
中
央
公
論
社
、

稔
・
高
橋
徹
『
日
本
の
道
教
遺
跡
L

朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
、
一
二
七
1
一四
O
頁
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一
九
八
七
)

一
一
五
i
一
四
六
頁
。
福
永
光
司
・
千
田
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(
6
)

藤
岡
謙
二
郎
「
古
代
の
山
頂
及
び
山
嶺
線
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
」
歴
史
地
理
学
紀
要
、
二
三
、
一
九
八
一
、
五
i
一
一
一
頁

(
7
)

片
山
長
三
『
交
野
市
史
交
野
町
略
史
復
刻
編
』
一
九
六
三
、
一
九
八
一
復
刻
、
一
一
一

i
一
一
七
頁

(
8
)

桑
原
公
徳
「
条
里
と
集
落
移
動
」
『
枚
方
市
史
一
』
一
九
六
七
、
九
一

j

一
一
一
一
頁
。
本
稿
で
示
し
た
条
皇
型
地
割
は
、
桑
原
の
先
駆
的
業

績
に
導
か
れ
な
が
ら
、
一
万
分
の
一
空
中
写
真

(
K
K
六一

j

一
一
)
と
二
五

O
O
分
の
一
都
市
計
画
図
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
交
野

郡
の
条
皇
プ
ラ
ン
の
研
究
で
は
、
景
観
の
上
か
ら
の
正
確
な
分
布
図
の
作
成
が
急
務
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

(
9
)

「
行
基
年
譜
」
(
図
書
刊
行
会
編
『
続
々
群
書
類
従
第
三
』
一
九
O
七
)
、
四
三

O
頁

(
叩
)
前
掲
(
7
)
、一

O
四
l

一
O
九
頁

(
日
)
佐
伯
有
義
編
『
続
日
本
紀
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
O
、
名
著
普
及
会
一
九
八
二
年
復
刻
、
四
一
一
一
頁

(
ロ
)
足
利
健
亮
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
五
、
二
四
六
頁

(
日
)
前
掲
(
ロ
)
、
一
七
九
1
二
O
四
頁

(
日
比
)
前
掲
(
3
)
、
川
一
一
一
一
l
一
四
頁

(
日
)
前
掲
(
ロ
)
、
四
五
頁
及
び
図
二
|
一
九
、
図
五
l
一
、
図
八
|
一
な
ど

(
日
)
前
掲
(
ロ
)
、
二
四
四
i
三
四
九
頁

(
げ
)
黒
板
勝
美
『
古
事
記
・
旧
辞
本
紀
・
神
道
五
部
室
回
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
三
六
、
二
九
i
三
O
頁

(
国
)
田
中
卓
『
住
吉
大
社
神
代
記
の
研
究
』
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
、
一

O
二
頁

(
ゆ
)
四
条
畷
市
『
四
条
畷
市
史
』
一
九
七
二
、
一
一
一
一
頁

(
初
)
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
本
文
篇
」
古
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
、
二
一
四
頁

(
幻
)
前
掲
(
却
)
二
二
七
頁

(
辺
)
松
倉
文
比
古
「
伊
香
遠
の
祖
先
伝
承
に
つ
い
て
」
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
、
二

O
、
一
九
八
二
、
一
七
七
i
一
八
六
頁
。
な
お
、
交

野
郡
に
お
け
る
物
部
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
氏
よ
り
多
大
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
幻
)
戸
田
秀
典
「
長
間
違
都
時
に
お
け
る
交
野
」
(
『
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学
仏
教
学
論
集
』
藤
原
弘
道
先
生
古
希
記
念
会
、

八一

j
五
O
四
頁

(
M
)

例
拙
稿
「
桓
武
朝
に
お
け
る
郊
紀
遺
跡
に
関
す
る
一
考
察
」
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
、
二
七
、

一
九
七
三
)
四

一
九
八
九
、
七
五
i
八
三
頁
。
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川
「
桓
武
朝
に
お
け
る
郊
天
祭
杷
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
考
察
」
(
『
千
葉
乗
隆
先
生
古
稀
記
念
論
集

載
予
定
)

(
お
)
前
掲
(
日
)
四
九

O
頁
、
延
暦
九
年
一
一
月
二
七
日
条
。

(
お
)
黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
日
本
紀
略
前
編
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
二
九
、
二
七
七

i
二
七
八
頁

(
幻
)
拙
稿
「
蝦
夷
桑
帥
阿
豆
利
為
・
母
礼
斬
殺
地
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
日
野
昭
先
生
還
暦
記
念
論
集
歴
史
と
伝
承
』
永
田
文
目
白
堂
、

八)五一一一一一一

i
五
五
六
頁

(
お
)
黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
令
義
解
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
、
三
一
一
二
j
一
一
二
四
頁

(
m
m
)

前
掲
(
1
)
一
七
頁
、
下
巻

(
初
)
福
井
俊
彦
「
蝦
夷
と
造
都
略
年
表
」
(
守
古
代
の
東
北

l
l歴
史
と
民
俗
|
|
』
高
科
書
序
回
、
一
九
八
九
、
一
七
一

1
一
八
三
頁
。
同
「
征
夷
・

造
都
と
官
人
」
史
観
、
一
二

O
、
一
九
八
九
)
四
五
j
八
一
頁

(
氾
)
前
掲
(
1
)
、
八
五
頁

(
追
記
)
一
九
九

O
年
三
月
一
一
一
一
円
口
、
私
の
恩
師
で
あ
っ
た
故
福
田
徹
先
生
の
七
回
忌
を
迎
え
た
。
生
前
の
言
い
尽
く
せ
ぬ
御
厚
情
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
先
生
に
小
論
を
献
呈
し
た
い
。

日
本
の
社
会
と
宗
教
』

一
九
九

O
掲

九
/ーに
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